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↓本文 

1 P347 

 1  屋内外で多い転倒事故 

7 行目以降 

2017（平成 29）年の人口動態調査（厚生労働省）の「家庭内に

おける不慮の事故」によると，「スリップ，つまずき及びよろめきに

よる同一平面上での転倒」での死亡者数は，1，616 人です。そ

のうち 65 歳以上の高齢者が 1，498 人で 92. 7％を占めていま

す（図 8 - 1 - 3 ）。 

 事故の要因としては，床段差や滑りやすい床材などがあげら

れていますが，ドアの開閉時に身体を引く際バランスを崩すこと

や電気コードなどに足を引っ掛けることも事故の要因となってい

目にまとまっています。 

 2017（平成 29）年の人口動態調査（厚生労働省）の「家庭内に

おける不慮の事故」によると，「スリップ，つまずき及びよろめきに

よる同一平面上での転倒」での死亡者数は，1，616 人です。そ

のうち 65 歳以上の高齢者が 1，498 人で 92. 7％を占めていま

す（図 8 - 1 - 3 ）。 

 事故の要因としては，床段差や滑りやすい床材などがあげら

れていますが，ドアの開閉時に身体を引く際バランスを崩すこと

や電気コードなどに足を引っ掛けることも事故の要因となってい

ます。 

（１）安全への工夫 

 床段差の解消と滑りにくい床材への変更を求められるととも

に，ドアを引き戸へ替えて開閉動作を単純化することや，室内の

片づけなども重視する必要があります。 

 床段差の解消でいえば，介護保険の住宅改修サービスでは，

床の段差をなくしフラットにする「段差の解消」と，すりつけ板等

段差を緩やかにする「段差の緩和」が同じ手法として，「段差の

解消」という項目にまとまっています。 
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